
• 一人ひとりが豊かさと幸せを実感できるまちをつくる

• 松本の地域特性を活かした循環型社会を実現する

• 三ガク都に象徴される松本らしさを「シンカ」させる

• 市民の具体的な行動（アクション）を支える

基本構想２０３０(10年) 「何のために」

• 「人」を中心としたまちづくりのあり方を３つの階層に分けて
整理 ＝政策の方向性として、まちの「シンカ」に挑む

• 「ゼロカーボン」と「ＤＸ・デジタル化」 =重点戦略に位置付け

第11次基本計画(前期5年) 「何をする」

「何をする」第12次基本計画(後期５年)

• ３つの政策の方向性と２つの重点戦略に引き続き取り組む

➢ 第１２次基本計画は、基本構想２０３０の実現を目指す後期計画として政策の方向性と重点戦略を継続

「何をする」

資料２
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２ 若者と女性の挑戦と定着を支える社会基盤の構築

５ 三ガク都の価値を高める観光産業の活性化

４ 暮らしの質を高める都市機能の強化

➢ 第１２次基本計画の策定に当たっては、「政策の方向性」と「重点戦略」という全ての施策に共通する
横串しは維持しつつ、今後５年間で推進する具体的な取組みである「基本施策（７分野４７施策）」を
検討する上で重視する分野横断的なポイントを「５つの視点」として整理

➢ 計画本文にも「後期計画の策定に当たり重視する分野横断的な視点（仮）」として掲載することを想定

⚫ あらゆる分野で「２０５０ゼロカーボンシティ」の実現に向けた取組みを強化するとともに、ＤＸ・デジタル化
の推進に当たっては、生成ＡＩを始めとした新たなデジタル技術の進展も踏まえ、行政サービスの効率化に徹底
的に取り組むことで、高齢化や過疎化への対応、観光や教育、医療など多方面での利便性向上に繋げる。

⚫ １０代後半の人口が転入超過である松本の強みを生かしつつ、「若者と女性」の挑戦と定着を支える鍵となる、
安心して働き、暮らし、子育てができる社会基盤を構築することで、地域社会と経済の持続性を確保する。

⚫ 学都松本の伝統を礎に、学びをまちづくりの中心に据え、保育から高等教育、生涯学習に至るまでの「学び環
境」の充実を図るとともに、公民連携で教育の質と多様性を向上させることで移住・定住の促進に繋げる。

⚫ 魅力ある公共空間や利便性の高い交通ネットワークを整備し、人が集い、活動するための「都市機能」を強化す
るとともに、松本の顔である中心市街地の活性化を進めることで、暮らしの質の向上と産業の活性化を図る。

⚫ 水、森林、歴史、文化、教育、医療などの地域資源や、松本らしさの象徴である三ガク都を価値として捉え、裾
野の広い「観光産業」の活性化を図ることで、新たなまちの価値を創出し、松本で暮らすことへの誇りに繋げる。

２つの重点戦略を継続１ グリーン・デジタルの更なる推進

3 学都松本にふさわしい学び環境の充実
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※赤字は第11次基本計画からの改訂を予定する箇所 ◆新規２件 ◆統合２件 ◆分野を跨ぐ移動１件 ◆基本施策の名称変更１４件
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➢ Ｒ６年度に実施した各種調査（各種統計データ等の基礎調査・市民アンケート調査・市公式LINEでの意見収集
を始めとした市民意見収集）の結果を踏まえて、担当部局で第１１次基本計画の検証を実施

➢ 検証結果を基に、基本施策ごとに「現状と課題」とそれに対応する「施策の方向性」を精査

➢ 現段階で、第１１次基本計画からの改訂を予定する箇所は、新規２件、統合２件、分野を跨ぐ移動１件、基本
施策の名称変更１４件の計１９件であり、全体の４割程度を予定（基本施策の総数は７分野４７施策で±０）

3


